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■
人
権
擁
護
委
員
を
知
っ
て

い
ま
す
か
？ 

（
総
務
課
）

　

昭
和　

年
６
月
１
日
に
人
権
擁
護

２４

委
員
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
法
務
省
と
全
国
人
権
擁

護
委
員
連
合
会
は
、
毎
年
６
月
１
日

を
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
と
定
め
、

人
権
擁
護
委
員
制
度
の
周
知
と
人
権

尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
住
民
の

人
権
が
侵
害
さ
れ
な
い
よ
う
常
に
注

意
を
払
い
、
も
し
、
人
権
が
侵
害
さ

れ
た
と
き
は
、
そ
の
相
談
を
受
け
、

被
害
救
済
の
た
め
に
す
み
や
か
に
適

切
な
処
理
を 
執 
り
ま
す
。

と

　

ま
た
、
街
頭
啓
発
や
講
演
会
な
ど

を
通
じ
て
、
人
権
の
大
切
さ
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
の
活

動
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

　

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
町
の

人
権
擁
護
委
員
は
次
の
方
で
す
。

○
人
権
擁
護
委
員（
敬
称
略
）

・
篠
崎　
　

勝
（
大
福
田
）

　
�
　

０
０
３
１

（８４）

・
古
郡　

靜
夫
（
元
栗
橋
）

　
�
　

０
５
２
１

（８４）

○
お
問
い
合
わ
せ

　

人
権
同
和
対
策
室（
内
線
２
１
０
）

■
人
権
相
談
所（
無
料
）の
開

設
に
つ
い
て 

（
総
務
課
）

　

人
権
相
談
は
、
法
務
省
か
ら
委
嘱

さ
れ
た
町
の
人
権
擁
護
委
員
の
方
が

住
民
の
皆
さ
ん
の
人
権
に
関
す
る
問

題
（
虐
待
・
暴
力
・
セ
ク
ハ
ラ
・
同

和
問
題
・
高
齢
者
・
障
害
者
等
）
に

つ
い
て
相
談
を
受
け
る
も
の
で
す
。

秘
密
の
取
り
扱
い
と
な
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
日　

時

　

６
月
５
日�

　

午
前　

時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

１０

○
場　

所

　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

○
お
問
い
合
わ
せ

　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
�
　

３
５
９
５

（８４）

■
災
害
情
報
シ
ス
テ
ム（
防
災

メ
ー
ル
）の
運
用
が
始
ま
り
ま

し
た 

（
総
務
課
）

　

消
防
本
部
で
は
、
６
月
１
日
よ
り

火
災
発
生
の
情
報
を
携
帯
電
話
に
メ

ー
ル
配
信
す
る
「
災
害
情
報
シ
ス
テ

ム
」
の
運
用
を
開
始
い
た
し
ま
す
。

　

配
信
を
希
望
さ
れ
る
方
は
次
の
手

順
に
従
い
登
録
く
だ
さ
い
。

○
登
録
方
法

①
次
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
直
接
入

力
す
る
か
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み

取
り
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら

空
メ
ー
ル
を
送
信
し
ま
す
。

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

touroku@
seinankasai.jpdata.n

et

②
仮
登
録
完
了
の
メ
ー
ル
が
届
き
ま

す
。
受
信
し
た
仮
登
録
完
了
メ
ー

ル
を
開
き
、
メ
ー
ル
本
文
中
に
あ

る
リ
ン
ク
に
ア
ク
セ
ス
し
、
火
災

メ
ー
ル
受
信
の
登
録
等
を
手
順
に

沿
っ
て
行
い
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

茨
城
西
南
広
域
消
防
本
部

　

通
信
指
令
課

　
�
　

０
１
１
９

（２２）

■
無
料
法
務
総
合
相
談
所
開

設
の
お
知
ら
せ 

（
総
務
課
）

○
日　

時

　

６
月
３
日�

　

午
前　

時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

１０

○
場　

所

　

道
の
駅
し
も
つ
ま
２
階
研
修
室

　

下
妻
市
数
須
１
４
０
番
地

○
相
談
内
容

　

境
界
争
い
、
相
続
・
贈
与
・
売

買
な
ど
の
登
記
手
続
、
抵
当
権
の

抹
消
手
続
、
サ
ラ
金
の
取
立
て
問

題
、
夫
婦
・
親
子
な
ど
の
家
庭
内

の
問
題
、
近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、

セ
ク
ハ
ラ
、
子
ど
も
の
い
じ
め
、

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス

問
題
な
ど

○
料　

金　

無
料

○
お
問
い
合
わ
せ

　

水
戸
地
方
法
務
局
総
務
課

　
�
０
２
９（
２
２
７
）９
９
１
１

■
不
法
就
労
の
防
止
に
ご
協

力
く
だ
さ
い 

（
総
務
課
）

　

来
日
外
国
人
を
雇
用
す
る
場
合
は
、

パ
ス
ポ
ー
ト
の
証
印
や
外
国
人
登
録

証
明
書
で
「
在
留
資
格
」、「
在
留
期

間
」
を
確
認
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

パ
ス
ポ
ー
ト
に
は
「
上
陸
許
可
」

の
ス
タ
ン
プ
が
押
し
て
あ
り
、「
上
陸

年
月
日
」、「
在
留
資
格
」、「
在
留
期

間
」
等
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
外
国
人
登
録
証
明
書
に
も

「
上
陸
年
月
日
」、「
在
留
資
格
」、「
在

留
期
間
」
等
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

在
留
資
格
が「
短
期
滞
在
」、「
文
化

活
動
」、「
留
学
」、「
就
学
」
等
の
場

合
は
、
特
別
の
許
可
が
な
い
と
就
労

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
よ

く
確
認
し
て
適
正
な
雇
用
を
お
願
い

し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

境
警
察
署

　
�
　

０
１
１
０

（８６）

■
国
保
に
加
入
・
脱
退
の
場

合
は
届
け
出
を 
（
町
民
税
務
課
）

　

職
場
の
健
康
保
険
加
入
者
や
生
活

保
護
を
受
け
て
い
る
人
以
外
は
、
す

べ
て
の
人
が
国
民
健
康
保
険
の
加
入

者
（
被
保
険
者
）
と
な
り
ま
す
。

　

加
入
の
届
出
が
遅
れ
る
と
、
そ
の

間
の
医
療
費
が
全
額
負
担
に
な
っ
た

り
、
保
険
税
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

　

加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
に
異
動

が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
す
み
や
か
に

届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

町
民
Ｇ
（
内
線
２
３
３
）
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